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弊社いわき事業所近郊にある福島工業高等専門学
校（福島県いわき市）では、上級生が得意とする設
計製図やモノづくり体験を下級生に指導し、全学生
が協力したモノづくりの実現を目指して、『異学年
協働によるループ型創造性実践教育』が 2009 年度か
ら 3 年計画で始動しました。このプログラムは、先
ず機械工学科の 2 年生が同 5 年生と討論したうえで

「市民に役立つモノづくり」の企画をいくつか作成
し、次にこの企画を基に 5 年生が 3 次元 CAD など
を用いて製品設計を行い、最終的に 2 年生が次年度
進級時（3 年生）に、設計図に基づいて実際にモノ
づくりを行なうというものです。弊社は、この教育
プログラムに技術者の派遣という形で参加をしまし
た。

弊社では、製品設計に積極的に三次元 CAD を使
用しており、本誌に過去掲載されたような CAE

（Computer Aided Engineering）技術と併せて、設
計の効率化と品質向上に多くの成果を上げてきまし
た。また、弊社で用いている３次元 CAD と、同校
の教育に使用している CAD が同じであることもあ
り、CAD の操作方法などを学生のみなさんに伝え
ることができればと、今回のプログラムに参加させ
ていただきました。

プログラムでは、先ず設計作業に入る前に、5 年
生を対象として 3 次元 CAD の実践的な操作方法の
講習会を開催しました。その後、各設計グループに
分かれて、3 次元 CAD を利用したアイデアの可視
化や共有化の方法、更に簡易的な強度計算や機構解
析などの CAD 機能の活用方法などを必要に応じて
指導しました。更に、弊社の実際の設計現場で蓄積
された設計技術に基づいて、部品設計からアセンブ
リの作成方法、図面化方法などについてアドバイス
を行ないました。

初めのうちは慣れない作業に戸惑っていた学生
も、CAD の機能や設計のコツを一度教えると直ぐ
に吸収し、自らのアイデアを自由に CAD のディス

プレイ上に作れるようになりました。出来上がった
設計図は、同学科の全学生の前で発表され、次年度
の 3 年生へと製作が引き継がれました。今回のプロ
グラムに参加して、学生の自由な発想に触れ、新鮮
な感動を味わうことができました。今後もモノづく
りの重要さや楽しさを次世代に伝えるため、地域の
一企業として支援を続けていきたいと思います。

CAD講習会の様子

各グループでの設計作業の様子

地域の学校教育支援活動への参画
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